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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも冷媒を圧縮する圧縮機、室外熱交換器、減圧装置が順に接続された室外冷媒
回路であって、当該室外冷媒回路の両端部にガス側バルブ及び液側バルブを有する室外冷
媒回路と、前記圧縮機の吐出側の冷媒温度を検出する第１の温度センサと、前記室外熱交
換器の略中間部に設置され、冷媒の温度を検出する第４の温度センサと、前記圧縮機の密
閉容器の温度を検出する第６の温度センサと、前記室外熱交換器の周囲の空気温度を検出
する第５の温度センサとを有する室外機と、
　少なくとも室内熱交換器が接続された室内冷媒回路であって、当該室内冷媒回路の両端
部にガス側接続部及び液側接続部を有する室内冷媒回路と、前記室内熱交換器の略中間部
に設置され、冷媒の温度を検出する第２の温度センサと、当該室内機に吸い込まれる空気
温度を検出する第３の温度センサとを有する室内機と、
　前記ガス側バルブと前記ガス側接続部とを接続するガス管と、
　前記液側バルブと前記液側接続部とを接続する液管と、
　前記圧縮機に過電流が流れると前記圧縮機を停止させる過電流保護装置と、
　当該空気調和機の運転を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、
　当該空気調和機の暖房運転の運転開始時に、以下の（ａ）から（ｃ）の少なくともいず
れかに示す現象を一定時間連続して検知した場合は、前記液側バルブの開け忘れと判断し
て、前記液側バルブの開け忘れであることを通知することを特徴とする空気調和機。
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（ａ）前記第６の温度センサが検出する前記圧縮機の密閉容器の温度が前記第１の温度セ
ンサが検出する吐出温度よりも所定値以上高くなる；
（ｂ）前記第３の温度センサが検出する室内空気温度と、前記第２の温度センサが検出す
る前記室内熱交換器の略中間部の温度との差の絶対値が、所定値以下になる；
（ｃ）前記第５の温度センサが検出する室外空気温度と、前記第４の温度センサが検出す
る前記室外熱交換器の略中間部の温度との差の絶対値が、所定値以下になる。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、空気調和機に関するもので、空気調和機の据付時における室外機のバルブ
開け忘れによる真空運転時の圧縮機の保護に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機は、バルブ開け忘れや、ガス（冷媒）漏れ時等で圧縮機の吸入側に冷
媒が供給されずに真空運転となる場合の保護として、圧縮機の吸入側等に低圧検知用圧力
スイッチを取り付けていた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平３－２０５７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　圧縮機の吸入側等に低圧検知用圧力スイッチを取り付けるものは動作は速いものの、低
圧検知用圧力スイッチは値段が高く、室外機のバルブの開け忘れという目的のためだけに
、低圧検知用圧力スイッチを設けるのはコスト効率が悪く製品のコストアップとなってい
た。
【０００５】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、低圧検知用圧力スイ
ッチに代えて既設の温度検知サーミスタを流用して真空運転保護を行うようにした空気調
和機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る空気調和機は、
　少なくとも冷媒を圧縮する圧縮機、室外熱交換器、減圧装置、当該室外冷媒回路の両端
部に設けられるガス側バルブ及び液側バルブとを有する室外冷媒回路と、圧縮機の吐出側
の冷媒温度を間接的に検出する第１の温度センサと、室外熱交換器の略中間部に設置され
、冷媒の温度を間接的に検出する第４の温度センサと、圧縮機の密閉容器の温度を検出す
る第６の温度センサと、室外熱交換器の周囲の空気温度を検出する第５の温度センサとを
有する室外機と、
　少なくとも室内熱交換器、室内冷媒回路の両端部に設けられるガス側接続部及び液側接
続部を有する室内冷媒回路と、室内熱交換器の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的
に検出する第２の温度センサと、室内機に吸い込まれる空気温度を検出する第３の温度セ
ンサとを有する室内機と、
　ガス側バルブとガス側接続部とを接続するガス管と、
　液側バルブと液側接続部とを接続する液管と、
　空気調和機の運転を制御する制御部とを備え、
　制御部は、
　空気調和機の運転開始時に、以下に示す現象を一定時間連続して検知した場合は、ガス
側バルブ又は液側バルブの開け忘れと判断して、圧縮機の運転を停止するものである。
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（ａ）圧縮機の密閉容器の温度が吐出温度よりも所定値以上高くなる；
（ｂ）第３の温度センサが検出する室内空気温度と、第２の温度センサが検出する室内熱
交換器の略中間部の温度との差の絶対値が、所定値以下になる；
（ｃ）第５の温度センサが検出する室外空気温度と、第４の温度センサが検出する室外熱
交換器の略中間部の温度との差の絶対値が、所定値以下になる。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明に係る空気調和装置は、低圧検知用圧力スイッチに代えて既設の温度検知サー
ミスタを流用して真空運転保護を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１を示す図で、空気調和機の冷媒回路図。
【図２】実施の形態１を示す図で、冷凍サイクルのＰＨ線図（モリエル線図）。
【図３】実施の形態１を示す図で、冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時
の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示す図。
【図４】実施の形態１を示す図で、冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時
の圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈ
の変化を示す図。
【図５】実施の形態１を示す図で、冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始直
後の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図。
【図６】実施の形態１を示す図で、冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始
時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示す図。
【図７】実施の形態１を示す図で、冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始
時の圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機３のシェル温度Ｔｓ
ｈの変化を示す図。
【図８】実施の形態１を示す図で、冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始
直後の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図。
【図９】実施の形態１を示す図で、冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の開
け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示
す図。
【図１０】実施の形態１を示す図で、冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の
開け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮
機３のシェル温度Ｔｓｈの変化を示す図。
【図１１】実施の形態１を示す図で、冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の
開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度等の変化
を示す図。
【図１２】実施の形態１を示す図で、暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始
時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示す図。
【図１３】実施の形態１を示す図で、暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始
時の圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機３のシェル温度Ｔｓ
ｈの変化を示す図。
【図１４】実施の形態１を示す図で、暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始
直後の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　実施の形態１．
　先ず、本実施の形態の概要を説明する。室内機と室外機とを有する空気調和機は、据付
時に現地で室内機と室外機とを延長配管で接続する必要がある。
【００１０】
　工場出荷時、室内機の冷媒回路（室内熱交換器）には窒素ガス等が封入されている。室
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内機の冷媒回路の二つの開放端部は、例えば、キャップ付きのフレアナットで閉塞され、
窒素ガスが外部へ漏れないようになっている。
【００１１】
　また、室外機の冷媒回路（圧縮機、室外熱交換器、減圧装置、四方弁等）には、所定量
の冷媒が充填されている。また、圧縮機には、圧縮機構を潤滑するための冷凍機油が所定
量封入されている。
【００１２】
　室外機の冷媒回路の二つの開放端部には、それぞれバルブが接続され、冷媒が漏れない
ようになっている。室外機のバルブには、室内機と同様のキャップ付きのフレアナットが
取り付けられている。バルブで冷媒回路は閉塞されているので、キャップ付きのフレアナ
ットは、据付時に延長配管を接続するために必要なものである。室内機と同様のキャップ
付きのフレアナットを使用するのは、部品を共通化するためである。
【００１３】
　空気調和機の据付時における室内機と室外機との接続方法について説明する。
【００１４】
　先ず、室内機の冷媒回路における二つの開放端部を閉塞しているキャップ付きのフレア
ナットを工具を用いて取り外す。このとき室内機の冷媒回路に封入されていた窒素ガスは
大気に放出される。
【００１５】
　また、室外機のバルブに取り付けられているキャップ付きのフレアナットも工具を用い
て取り外す。このときバルブは閉じているので、冷媒は室外機の冷媒回路に充填された状
態を維持する。
【００１６】
　次に、室内機、室外機のキャップ付きのフレアナット（計４個）からキャップを取り外
す。
【００１７】
　さらに、延長配管として用いる銅管（二本）を所定の長さに切断する。所定の長さとは
、据付状態の室内機と室外機との間の距離に略一致する。
【００１８】
　二本の延長配管に、キャップを取り外したフレアナットをそれぞれ２個挿入する。そし
て、二本の延長配管のそれぞれの両端を拡管する。
【００１９】
　４個のフレアナットを室内機、室外機の元の部位に締結する。これで、延長配管の接続
が完了する。
【００２０】
　接続が完了した室内機の冷媒回路と延長配管の内部は、空気もしくは放出されずに残っ
た窒素ガスを含む空気が残存している。
【００２１】
　そのため、室外機のバルブに設けられている冷媒チャージポート（閉止弁を押し開いて
延長配管側に連通する）に真空ポンプを接続し、室内機の冷媒回路と延長配管の内部の真
空引きを行う。
【００２２】
　室内機の冷媒回路と延長配管の内部の真空引きが完了したら、室外機の二つのバルブを
開き、室外機に充填されている冷媒を冷媒回路全体に移動させて据付工事は完了する。
【００２３】
　しかし、据付業者のミスで、室内機の冷媒回路と延長配管の内部の真空引きが完了した
ときに室外機の二つのバルブを開け忘れることもあり得る。二つのバルブの両方、いずれ
か一方のバルブを開け忘れるケースがある。
【００２４】
　詳細は本文で後述するが、バルブを開け忘れて空気調和機を運転すると、圧縮機の運転
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により低圧側の冷媒は高圧側に移動する。圧縮機の運転が継続されると低圧側は略真空と
なる。この状態では冷媒は冷媒回路の中で移動しない。但し、圧縮機は運転を継続する。
低圧側が真空又は真空に近い状態では、圧縮機の圧縮機構は冷媒を吸入しないので、圧縮
仕事は略ゼロである。そのため圧縮機構で発生する熱は、圧縮機構の摺動部で発生する僅
かな摩擦熱のみである。
【００２５】
　但し、圧縮機構を駆動する電動機は低負荷状態（圧縮仕事は略ゼロであり、負荷となる
のは圧縮機構の摺動部の摩擦、回転する部位の風損であり極めて小さい）ではあるが、電
動機の損失（巻線のジュール熱、鉄心の鉄損等）分が熱に変わり、電動機が発熱する。
【００２６】
　そのまま放置すると、圧縮機の温度が電動機の発熱により上昇し、電動機の絶縁部材、
冷凍機油等の劣化、精密な圧縮機構に悪影響を及ぼす。
【００２７】
　従来は、冷媒回路の低圧側に低圧検知用圧力スイッチを設置し、真空運転になると低圧
検知用圧力スイッチが作動し、圧縮機の運転を停止して圧縮機を保護していた。
【００２８】
　室外機のバルブ開け忘れだけのために、低圧検知用圧力スイッチを設けるのはコスト効
率が悪い。
【００２９】
　そこで、本実施の形態では、低圧検知用圧力スイッチに代えて、空気調和機の制御に用
いられる既設の温度サーミスタ（冷凍サイクルを構成する各要素に設けられる）の情報に
より、室外機のバルブ開け忘れによる真空運転時の圧縮機の保護を行うものである。
【００３０】
　図１は実施の形態１を示す図で、空気調和機１００の冷媒回路図である。先ず、空気調
和機の冷媒回路の一例を図１を参照しながら説明する。
【００３１】
　空気調和機１００は、室外機１と、室内機２とを備える。室外機１と室内機２とは、延
長配管（接続配管）であるガス管５及び液管７で接続される。
【００３２】
　室外機１は、ガス管５を接続するためのガス側バルブ１４と、液管７を接続するための
液側バルブ１５とを備える。
【００３３】
　室内機２は、ガス管５を接続するためのガス側接続部１６と、液管７を接続するための
液側接続部１７とを備える。
【００３４】
　ガス管５及び液管７には、所定の径・長さの銅管が使用される。空気調和機１００の据
付時に、ガス管５及び液管７は現地の状況に合わせて作られる。
【００３５】
　ガス管５及び液管７は、ガス側バルブ１４、液側バルブ１５、ガス側接続部１６と、液
側接続部１７がそれぞれ備えるフレアナット（図示せず）によって固定される。
【００３６】
　室外機１は、冷媒を圧縮する圧縮機３、冷媒の流れる方向を冷房運転と暖房運転とで切
り替える四方弁４、熱源側熱交換器である室外熱交換器１１、第１の減圧装置１０（減圧
装置の一例）、中圧レシーバ９、第２の減圧装置８（減圧装置の一例）を備える。室外機
１の冷媒回路を室外冷媒回路とする。
【００３７】
　冷媒を圧縮する圧縮機３には、回転式圧縮機やスクロール圧縮機等が用いられる。図示
はしないが、圧縮機３は、圧縮機構（圧縮要素ともいう）と、この圧縮機構を駆動する電
動機（電動要素ともいう）とを密閉容器内に収納するとともに、圧縮機構の摺動部を潤滑
する冷凍機油を密閉容器内に封入している。電動機には、高効率で、トルク制御が可能な
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ブラシレスＤＣモータが多く使用される。ブラシレスＤＣモータは、インバータにより駆
動され、回転数が制御される。
【００３８】
　冷媒の流れる方向を冷房運転と暖房運転とで切り替える四方弁４は、図１では、暖房運
転時の冷媒の流路を実線で示している。また、冷房運転時の冷媒の流路を破線で示してい
る。
【００３９】
　熱源側熱交換器である室外熱交換器１１は、冷房運転時は凝縮器として動作し、暖房運
転時は蒸発器として動作する。また、室外送風機（図示せず）により室外熱交換器１１に
送風が行われて冷媒と空気との熱交換が促進される。
【００４０】
　第１の減圧装置１０、第２の減圧装置８には、例えば、電子膨張弁が使用される。
【００４１】
　中圧レシーバ９では、気液二相冷媒が流入し、圧縮機３の吸入配管１８と熱交換して液
冷媒となって流出する。
【００４２】
　室内機２は、利用側熱交換器である室内熱交換器６を備える。室内熱交換器６は、冷房
運転時は蒸発器として動作する。また、暖房運転時は凝縮器として動作する。また、室内
送風機（図示せず）により室内熱交換器６に送風が行われて冷媒と空気との熱交換が促進
されるとともに、調和空気を空調空間に送出する。室内機２の冷媒回路を室内冷媒回路と
する。
【００４３】
　室外機１には、以下に示す温度センサ（温度検知サーミスタ）が設けられる。
（１）圧縮機３の密閉容器の温度を検出する第６の温度センサ１３ｆ；
（２）圧縮機３の吐出側の冷媒温度を間接的に検出する第１の温度センサ１３ａ；
（３）室外熱交換器１１の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出する第４の温
度センサ１３ｄ；
（４）室外熱交換器１１の周囲の空気温度を検出する第５の温度センサ１３ｅ。
【００４４】
　室内機２には、以下に示す温度センサが設けられる。
（１）室内熱交換器６の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出する第２の温度
センサ１３ｂ；
（２）室内機２に吸い込まれる空気温度を検出する第３の温度センサ１３ｃ。
【００４５】
　図２は実施の形態１を示す図で、冷凍サイクルのｐｈ線図（モリエル線図）である。図
２により空気調和機１００の冷媒回路に動作を、暖房運転と冷房運転のそれぞれについて
説明する。
【００４６】
　暖房運転時は、圧縮機３から吐出された高圧・高温のガス冷媒（図２の点１）は、四方
弁４を通りガス側バルブ１４、ガス管５、ガス側接続部１６を通り室内熱交換器６に流入
する。
【００４７】
　室内熱交換器６では、ガス冷媒は室内空気（ガス冷媒の温度より低い）と熱交換するこ
とにより冷却されて凝縮する。室内熱交換器６の出口付近では、高圧の液冷媒となる（図
２の点２）。尚、この高圧の液冷媒は、凝縮温度よりも所定温度低く過冷却されている。
【００４８】
　室内熱交換器６を出た高圧の液冷媒は、液側接続部１７、液管７、液側バルブ１５を経
て第２の減圧装置８に流入する。第２の減圧装置８で、高圧の液冷媒は減圧されて中圧の
気液二相冷媒になる（図２の点３）。
【００４９】
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　第２の減圧装置８を出た中圧の気液二相冷媒は、中圧レシーバ９に流入する。中圧レシ
ーバ９に流入した中圧の気液二相冷媒は、圧縮機３の吸入配管１８を流れる低圧・低温の
ガス冷媒と熱交換して、中圧の液冷媒となる（図２の点４）。
【００５０】
　中圧レシーバ９を出た中圧の液冷媒は、第１の減圧装置１０にて減圧されて低圧の気液
二相冷媒になる（図２の点５）。
【００５１】
　第１の減圧装置１０を出た低圧の気液二相冷媒は、室外熱交換器１１に流入する。室外
熱交換器１１では、低圧の気液二相冷媒は外気（低圧の気液二相冷媒より温度が高い）と
熱交換して蒸発する。そして、低圧のガス冷媒となる（図２の点６）。
【００５２】
　さらに、低圧のガス冷媒は、中圧レシーバ９の中圧の気液二相冷媒と熱交換することに
より加熱され（図２の点７）、圧縮機３に吸入される。
【００５３】
　冷房運転時は、圧縮機３から吐出された高圧・高温のガス冷媒（図２の点１）は、室外
熱交換器１１に流入する。
【００５４】
　室外熱交換器１１では、ガス冷媒は外気（ガス冷媒の温度より低い）と熱交換すること
により冷却されて凝縮する。室外熱交換器１１の出口付近では、高圧の液冷媒となる（図
２の点２）。尚、この高圧の液冷媒は、凝縮温度よりも所定温度低く過冷却されている。
【００５５】
　室外熱交換器１１を出た高圧の液冷媒は、第１の減圧装置１０に流入する。第１の減圧
装置１０で、高圧の液冷媒は減圧されて中圧の気液二相冷媒になる（図２の点３）。
【００５６】
　第１の減圧装置１０を出た中圧の気液二相冷媒は、中圧レシーバ９に流入する。中圧レ
シーバ９に流入した中圧の気液二相冷媒は、圧縮機３の吸入配管１８を流れる低圧・低温
のガス冷媒と熱交換して、中圧の液冷媒となる（図２の点４）。
【００５７】
　中圧レシーバ９を出た中圧の液冷媒は、第２の減圧装置８にて減圧されて低圧の気液二
相冷媒になる（図２の点５）。
【００５８】
　第２の減圧装置８を出た低圧の気液二相冷媒は、液側バルブ１５、液管７、液側接続部
１７を経て室内熱交換器６に流入する。室内熱交換器６では、低圧の気液二相冷媒は室内
空気（低圧の気液二相冷媒より温度が高い）と熱交換して蒸発する。そして、低圧のガス
冷媒となる（図２の点６）。
【００５９】
　さらに、低圧のガス冷媒は、中圧レシーバ９の中圧の気液二相冷媒と熱交換することに
より加熱され（図２の点７）、圧縮機３に吸入される。
【００６０】
　本実施の形態は、空気調和機１００の据付時の室外機１のガス側バルブ１４又は液側バ
ルブ１５の開け忘れによる真空運転時に、第１の温度センサ１３ａ、第２の温度センサ１
３ｂ、第３の温度センサ１３ｃ、第４の温度センサ１３ｄ、第５の温度センサ１３ｅ、第
６の温度センサ１３ｆを利用して圧縮機を保護する点に特徴がある。
【００６１】
　しかし、冷房運転又は暖房運転、ガス側バルブ１４の開け忘れ、液側バルブ１５の開け
忘れ、ガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の開け忘れを組み合わせるとモードは、六通
りあるが、本実施の形態で対象とするモードは、以下に示すものである。
（１）運転モードが冷房運転で、液側バルブ１５の開け忘れ；
（２）運転モードが冷房運転で、ガス側バルブ１４の開け忘れ；
（３）運転モードが冷房運転で、液側バルブ１５及びガス側バルブ１４の開け忘れ；
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（４）運転モードが暖房運転で、液側バルブ１５の開け忘れ。
【００６２】
　その他の以下に示すモードは、運転開始時に高圧が上昇して圧縮機３に過電流が流れる
ため、図示しない圧縮機３の過電流保護装置が作動して圧縮機３を停止するので、本実施
の形態の対象外となる。
（５）運転モードが暖房運転で、ガス側バルブ１４の開け忘れ；
（６）運転モードが暖房運転で、液側バルブ１５及びガス側バルブ１４の開け忘れ。
【００６３】
　運転モードが暖房運転で、ガス側バルブ１４の開け忘れ時は、圧縮機３とガス側バルブ
１４との間に四方弁４しかなく、圧縮機３の吐出側の容積は極めて小さい。そのため、圧
縮機３が始動すると高圧が上昇して圧縮機３に過電流が流れ、圧縮機３の過電流保護装置
が作動して圧縮機３を停止する。
【００６４】
　運転モードが暖房運転で、液側バルブ１５及びガス側バルブ１４の開け忘れ時も、同様
である。
【００６５】
　上記（１）～（４）の各モードにおいて、運転開始時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧
縮機３の吸入圧力Ｐｓ、圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機
３のシェル温度Ｔｓｈ、室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度を測定した。
【００６６】
　（１）～（４）の順で、以下、上記測定結果を説明する。図３乃至図５は実施の形態１
を示す図で、図３は冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐
出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示す図、図４は冷房運転で液側バルブ１
５の開け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び
圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈの変化を示す図、図５は冷房運転で液側バルブ１５の開け忘
れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す
図である。
【００６７】
　冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時は、主に室内熱交換器６の冷媒が圧縮機３によ
り室外熱交換器１１、中圧レシーバ９に移動する。運転を開始すると、最初の２分間程度
は通常の冷房運転に近い動作をするが、その後は、低圧側の冷媒がなくなるため圧縮機３
の吸入側が略真空状態となる（図３参照）。
【００６８】
　圧縮機３の運転を開始してから４分程度経過すると、冷媒回路での冷媒の移動はなくな
り、圧縮機３の電動機（図示せず）が無負荷に近い状態で回転しているだけの状態となる
。
【００６９】
　圧縮機３の電動機は、無負荷に近い状態でも損失（巻線のジュール熱、鉄心の鉄損等）
があり、この損失により発熱する。
【００７０】
　図４に示す圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、圧縮機３の吐出側の冷媒温度を間接的に検出す
る第１の温度センサ１３ａの情報により測定される。
【００７１】
　また、図４に示す圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈは、圧縮機３の密閉容器の温度を検出す
る第６の温度センサ１３ｆの情報により測定される。尚、シェルとは、密閉容器のことで
ある。
【００７２】
　また、図４に示す圧縮機３の吸入温度Ｔｓは、参考までに示すもので、圧縮機３の吸入
側の冷媒温度を間接的に検出する温度センサ（図示せず）の情報により測定される。
【００７３】
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　図４からわかるように、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが運転開始から約４分経過後、徐
々に上昇する。その後も、さらにシェル温度Ｔｓｈは上昇する。
【００７４】
　圧縮機３の電動機は、密閉容器に焼き嵌め等により固定されるので、シェル温度Ｔｓｈ
は圧縮機３の電動機の温度に略等しい。
【００７５】
　一方、圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、図４に示すように、圧縮機３の運転開始直後は、１
０ｄｅｇ以上一旦上昇するが、その後は圧縮機３が圧縮仕事を行わないため、その後の変
化は少ない。
【００７６】
　従って、シェル温度Ｔｓｈは、吐出温度Ｔｄよりも少なくとも１０ｄｅｇ以上高くなる
。正常な冷房運転では、シェル温度Ｔｓｈと吐出温度Ｔｄは略同等である。
【００７７】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度
Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）以上高くなる場合は、室外機１のバルブ（液側
バルブ１５）の開け忘れの可能性があることを示す一つの現象である。
【００７８】
　図５は冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温度
及び室外熱交換器１１の温度の変化を示す図であるが、図５において、「室内熱交中間温
度」は、室内熱交換器６の冷媒流路における略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に
検出する第２の温度センサ１３ｂの検出する温度のことである。また、「室外熱交中間温
度」は、室外熱交換器１１の冷媒流路における略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的
に検出する第４の温度センサ１３ｄの検出する温度のことである。
【００７９】
　図５には、室外空気温度（３５℃）、室内空気温度（２７℃）も示している。
【００８０】
　図５に示すように、運転開始直後は圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの低下に伴う冷媒の蒸発に
より室内熱交中間温度も減少する。しかし、冷媒の移動により数分後には、室内空気温度
と室内熱交中間温度との差は、１～３ｄｅｇ程度となる。正常な冷房運転時には、室内空
気温度と室内熱交中間温度との差は、５～２０ｄｅｇ程度ある（室内空気温度＞室内熱交
中間温度）。
【００８１】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、室内空気温度と室内熱交中間温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（液側バルブ１５）の開け忘れ
の可能性があることを示す他の一つの現象である。
【００８２】
　図５に示すように、運転開始直後は圧縮機３の吐出圧力Ｐｄの上昇に伴い室外熱交中間
温度は、室外空気温度（３５℃）より高い状態を数分維持するが、その後は圧縮機３が圧
縮仕事を行わないため室外送風機による送風により冷却され、室外熱交中間温度と室外空
気温度との差は、１～３ｄｅｇ程度となる。正常な冷房運転時には、室外熱交中間温度と
室外空気温度との差は、５～２０ｄｅｇ程度ある（室外熱交中間温度＞室外空気温度）。
【００８３】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、室外熱交中間温度と室外空気温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（液側バルブ１５）の開け忘れ
の可能性があることを示すさらに他の一つの現象である。
【００８４】
　以上をまとめると、冷房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時、冷媒回路に
おいて以下に示す現象が発生する。
（ａ）圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）
以上高くなる；
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（ｂ）室内空気温度と室内熱交中間温度との差が、例えば、３ｄｅｇ以下になる；
（ｃ）室外熱交中間温度と室外空気温度との差が、例えば、３ｄｅｇ以下になる。
【００８５】
　従って、空気調和機１００の運転を開始してから一定時間（例えば、５分程度）経過後
、上記（ａ）～（ｃ）の現象を一定時間（例えば、３～５分）連続して検知した場合は、
室外機１のバルブの開け忘れと判断して、圧縮機３を停止する。
【００８６】
　尚、図示はしないが、空気調和機１００は、制御プログラムが組み込まれたマイクロコ
ンピュータにより構成される制御部を備える。制御部は、第１の温度センサ１３ａ、第２
の温度センサ１３ｂ、第３の温度センサ１３ｃ、第４の温度センサ１３ｄ、第５の温度セ
ンサ１３ｅ、第６の温度センサ１３ｆからの情報に基づいて、上記（ａ）～（ｃ）の現象
を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開け忘れと判断して、圧縮機３
を停止する。また、制御部は、圧縮機３を停止するとともに、空気調和機１００の室内機
２の表示部に室外機１のバルブの開け忘れを表示するようにしてもよい。
【００８７】
　図６乃至図８は実施の形態１を示す図で、図６は冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘
れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示す図
、図７は冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出温度Ｔ
ｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈの変化を示す図、図８は
冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温度及び室
外熱交換器１１の温度等の変化を示す図である。
【００８８】
　冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時は、圧縮機３の吸入配管１８中の僅かな量の
冷媒が室外熱交換器１１側に移動するだけである。
【００８９】
　従って、図６に示すように、圧縮機３の吐出圧力Ｐｄは、運転開始直後も変化が見られ
ない。圧縮機３の吸入圧力Ｐｓは、運転直後から急激に下がり、圧縮機３の吸入配管１８
は数分で略真空状態となる。
【００９０】
　圧縮機３の運転を開始してから２分程度経過すると、冷媒回路での冷媒の移動はなくな
り、圧縮機３の電動機（図示せず）が無負荷に近い状態で回転しているだけの状態となる
。
【００９１】
　圧縮機３の電動機は、無負荷に近い状態でも損失（巻線のジュール熱、鉄心の鉄損等）
があり、この損失により発熱する。
【００９２】
　図７に示す圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、圧縮機３の吐出側の冷媒温度を間接的に検出す
る第１の温度センサ１３ａの情報により測定される。
【００９３】
　また、図７に示す圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈは、圧縮機３の密閉容器の温度を検出す
る第６の温度センサ１３ｆの情報により測定される。
【００９４】
　また、図７に示す圧縮機３の吸入温度Ｔｓは、参考までに示すもので、圧縮機３の吸入
側の冷媒温度を間接的に検出する温度センサ（図示せず）の情報により測定される。
【００９５】
　図７からわかるように、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが運転開始から約４分経過後、徐
々に上昇する。その後も、さらにシェル温度Ｔｓｈは上昇する。
【００９６】
　圧縮機３の電動機は、密閉容器に焼き嵌め等により固定されるので、シェル温度Ｔｓｈ
は圧縮機３の電動機の温度に略等しい。
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【００９７】
　一方、圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、図７に示すように、シェル温度Ｔｓｈに比べ温度上
昇は緩やかである。
【００９８】
　従って、運転開始から６分程度経過後は、シェル温度Ｔｓｈは吐出温度Ｔｄよりも少な
くとも１０ｄｅｇ以上高くなる。正常な冷房運転では、シェル温度Ｔｓｈと吐出温度Ｔｄ
は略同等である。
【００９９】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度
Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）以上高くなる場合は、室外機１のバルブ（ガス
側バルブ１４）の開け忘れの可能性があることを示す一つの現象である。
【０１００】
　図８は冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温
度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図であるが、図８において、「室内熱交中
間温度」は、室内熱交換器６の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出する第２
の温度センサ１３ｂの検出する温度のことである。また、「室外熱交中間温度」は、室外
熱交換器１１の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出する第４の温度センサ１
３ｄの検出する温度のことである。
【０１０１】
　図８には、室外空気温度（３５℃）、室内空気温度（２７℃）も示している。
【０１０２】
　図８に示すように、運転開始から数分後には、室内空気温度と室内熱交中間温度との差
は、１～３ｄｅｇ程度となる。正常な冷房運転時には、室内空気温度と室内熱交中間温度
との差は、５～２０ｄｅｇ程度ある（室内空気温度＞室内熱交中間温度）。
【０１０３】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、室内空気温度と室内熱交中間温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（ガス側バルブ１４）の開け忘
れの可能性があることを示す他の一つの現象である。
【０１０４】
　図８に示すように、運転開始から室外熱交中間温度と室外空気温度との差は、１～３ｄ
ｅｇ程度となる。正常な冷房運転時には、室外熱交中間温度と室外空気温度との差は、５
～２０ｄｅｇ程度ある（室外熱交中間温度＞室外空気温度）。
【０１０５】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、室外熱交中間温度と室外空気温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（ガス側バルブ１４）の開け忘
れの可能性があることを示すさらに他の一つの現象である。
【０１０６】
　以上をまとめると、冷房運転でガス側バルブ１４の開け忘れ時の運転開始時、冷媒回路
において以下に示す現象が発生する。
（ａ）圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）
以上高くなる；
（ｂ）室内空気温度と室内熱交中間温度との差が、１～３ｄｅｇ程度になる；
（ｃ）室外熱交中間温度と室外空気温度との差が、１～３ｄｅｇ程度になる。
【０１０７】
　従って、空気調和機１００の運転を開始してから一定時間（例えば、６分程度）経過後
、上記（ａ）～（ｃ）の現象を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開
け忘れと判断して、圧縮機３を停止する。
【０１０８】
　尚、図示はしないが、空気調和機１００は、制御プログラムが組み込まれたマイクロコ
ンピュータにより構成される制御部を備える。制御部は、第１の温度センサ１３ａ、第２
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の温度センサ１３ｂ、第３の温度センサ１３ｃ、第４の温度センサ１３ｄ、第５の温度セ
ンサ１３ｅ、第６の温度センサ１３ｆからの情報に基づいて、上記（ａ）～（ｃ）の現象
を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開け忘れと判断して、圧縮機３
を停止する。また、制御部は、圧縮機３を停止するとともに、空気調和機１００の室内機
２の表示部に室外機１のバルブの開け忘れを表示するようにしてもよい。
【０１０９】
　図９乃至図１１は実施の形態１を示す図で、図９は冷房運転でガス側バルブ１４及び液
側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧
力Ｐｓの変化を示す図、図１０は冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の開け
忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出温度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機３
のシェル温度Ｔｓｈの変化を示す図、図１１は冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バル
ブ１５の開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度
等の変化を示す図である。
【０１１０】
　冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の開け忘れ時は、ガス側バルブ１４の
開け忘れ時と同様、圧縮機３の吸入配管１８中の僅かな量の冷媒が室外熱交換器１１側に
移動するだけである。
【０１１１】
　従って、図９に示すように、圧縮機３の吐出圧力Ｐｄは、運転開始直後も変化が見られ
ない。圧縮機３の吸入圧力Ｐｓは、運転直後から急激に下がり、圧縮機３の吸入配管１８
は１分程度で略真空状態となる。
【０１１２】
　圧縮機３の運転を開始してから１分程度経過すると、冷媒回路での冷媒の移動はなくな
り、圧縮機３の電動機（図示せず）が無負荷に近い状態で回転しているだけの状態となる
。
【０１１３】
　圧縮機３の電動機は、無負荷に近い状態でも損失（巻線のジュール熱、鉄心の鉄損等）
があり、この損失により発熱する。
【０１１４】
　図１０に示す圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、圧縮機３の吐出側の冷媒温度を間接的に検出
する第１の温度センサ１３ａの情報により測定される。
【０１１５】
　また、図１０に示す圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈは、圧縮機３の密閉容器の温度を検出
する第６の温度センサ１３ｆの情報により測定される。
【０１１６】
　また、図１０に示す圧縮機３の吸入温度Ｔｓは、参考までに示すもので、圧縮機３の吸
入側の冷媒温度を間接的に検出する温度センサ（図示せず）の情報により測定される。
【０１１７】
　図１０からわかるように、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが運転開始から約４分経過後、
徐々に上昇する。その後も、さらにシェル温度Ｔｓｈは上昇する。
【０１１８】
　圧縮機３の電動機は、密閉容器に焼き嵌め等により固定されるので、シェル温度Ｔｓｈ
は圧縮機３の電動機の温度に略等しい。
【０１１９】
　一方、圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、図１０に示すように、シェル温度Ｔｓｈに比べ温度
上昇は緩やかである。
【０１２０】
　従って、運転開始から５分程度経過後は、シェル温度Ｔｓｈは吐出温度Ｔｄよりも少な
くとも１０ｄｅｇ以上高くなる。正常な冷房運転では、シェル温度Ｔｓｈと吐出温度Ｔｄ
は略同等である。
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【０１２１】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度
Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）以上高くなる場合は、室外機１のバルブ（ガス
側バルブ１４及び液側バルブ１５）の開け忘れの可能性があることを示す一つの現象であ
る。
【０１２２】
　図１１は冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始直後
の室内熱交換器６の温度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図であるが、図１１
において、「室内熱交中間温度」は、室内熱交換器６の略中間部に設置され、冷媒の温度
を間接的に検出する第２の温度センサ１３ｂの検出する温度のことである。また、「室外
熱交中間温度」は、室外熱交換器１１の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出
する第４の温度センサ１３ｄの検出する温度のことである。
【０１２３】
　図１１には、室外空気温度（３５℃）、室内空気温度（２７℃）も示している。
【０１２４】
　図１１に示すように、運転開始から数分後には、室内空気温度と室内熱交中間温度との
差は、１～３ｄｅｇ程度となる。正常な冷房運転時には、室内空気温度と室内熱交中間温
度との差は、５～２０ｄｅｇ程度ある（室内空気温度＞室内熱交中間温度）。
【０１２５】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、室内空気温度と室内熱交中間温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（ガス側バルブ１４及び液側バ
ルブ１５）の開け忘れの可能性があることを示す他の一つの現象である。
【０１２６】
　図１１に示すように、運転開始から室外熱交中間温度と室外空気温度との差は、１～３
ｄｅｇ程度となる。正常な冷房運転時には、室外熱交中間温度と室外空気温度との差は、
５～２０ｄｅｇ程度ある（室外熱交中間温度＞室外空気温度）。
【０１２７】
　空気調和機１００の運転開始後（冷房運転）、室外熱交中間温度と室外空気温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（ガス側バルブ１４及び液側バ
ルブ１５）の開け忘れの可能性があることを示すさらに他の一つの現象である。
【０１２８】
　以上をまとめると、冷房運転でガス側バルブ１４及び液側バルブ１５の開け忘れ時の運
転開始時、冷媒回路において以下に示す現象が発生する。
（ａ）圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）
以上高くなる；
（ｂ）室内空気温度と室内熱交中間温度との差が、１～３ｄｅｇ程度になる；
（ｃ）室外熱交中間温度と室外空気温度との差が、１～３ｄｅｇ程度になる。
【０１２９】
　従って、空気調和機１００の運転を開始してから一定時間（例えば、６分程度）経過後
、上記（ａ）～（ｃ）の現象を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開
け忘れと判断して、圧縮機３を停止する。
【０１３０】
　尚、図示はしないが、空気調和機１００は、制御プログラムが組み込まれたマイクロコ
ンピュータにより構成される制御部を備える。制御部は、第１の温度センサ１３ａ、第２
の温度センサ１３ｂ、第３の温度センサ１３ｃ、第４の温度センサ１３ｄ、第５の温度セ
ンサ１３ｅ、第６の温度センサ１３ｆからの情報に基づいて、上記（ａ）～（ｃ）の現象
を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開け忘れと判断して、圧縮機３
を停止する。また、制御部は、圧縮機３を停止するとともに、空気調和機１００の室内機
２の表示部に室外機１のバルブの開け忘れを表示するようにしてもよい。
【０１３１】
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　図１２乃至図１３は実施の形態１を示す図で、図１２は暖房運転で液側バルブ１５の開
け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出圧力Ｐｄ及び圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの変化を示
す図、図１３は暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時の圧縮機３の吐出温
度Ｔｄ及び圧縮機３の吸入温度Ｔｓ及び圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈの変化を示す図、図
１４は暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温度及
び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図である。
【０１３２】
　暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時は、主に室内熱交換器６及び中圧レシーバ９の
冷媒が圧縮機３により室内熱交換器６に移動する。運転を開始すると、最初の１分間程度
は通常の暖房運転に近い動作をするが、その後は、低圧側の冷媒がなくなるため圧縮機３
の吸入側が略真空状態となる（図１２参照）。
【０１３３】
　圧縮機３の運転を開始してから３４分程度経過すると、冷媒回路での冷媒の移動はなく
なり、圧縮機３の電動機（図示せず）が無負荷に近い状態で回転しているだけの状態とな
る。
【０１３４】
　圧縮機３の電動機は、無負荷に近い状態でも損失（巻線のジュール熱、鉄心の鉄損等）
があり、この損失により発熱する。
【０１３５】
　図１３に示す圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、圧縮機３の吐出側の冷媒温度を間接的に検出
する第１の温度センサ１３ａの情報により測定される。
【０１３６】
　また、図１３に示す圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈは、圧縮機３の密閉容器の温度を検出
する第６の温度センサ１３ｆの情報により測定される。尚、シェルとは、密閉容器のこと
である。
【０１３７】
　また、図１３に示す圧縮機３の吸入温度Ｔｓは、参考までに示すもので、圧縮機３の吸
入側の冷媒温度を間接的に検出する温度センサ（図示せず）の情報により測定される。
【０１３８】
　図１３からわかるように、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが運転開始から数分経過後、徐
々に上昇する。その後も、さらにシェル温度Ｔｓｈは上昇する。
【０１３９】
　圧縮機３の電動機は、密閉容器に焼き嵌め等により固定されるので、シェル温度Ｔｓｈ
は圧縮機３の電動機の温度に略等しい。
【０１４０】
　一方、圧縮機３の吐出温度Ｔｄは、図１３に示すように、圧縮機３の運転開始直後は、
２０ｄｅｇ以上一旦上昇するが、その後は圧縮機３が圧縮仕事を行わないため、その後の
変化は少ない。
【０１４１】
　従って、シェル温度Ｔｓｈは、吐出温度Ｔｄよりも少なくとも１０ｄｅｇ以上高くなる
。正常な暖房運転では、シェル温度Ｔｓｈと吐出温度Ｔｄは略同等である。
【０１４２】
　空気調和機１００の運転開始後（暖房運転）、圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度
Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）以上高くなる場合は、室外機１のバルブ（液側
バルブ１５）の開け忘れの可能性があることを示す一つの現象である。
【０１４３】
　図１４は暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始直後の室内熱交換器６の温
度及び室外熱交換器１１の温度等の変化を示す図であるが、図１４において、「室内熱交
中間温度」は、室内熱交換器６の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出する第
２の温度センサ１３ｂの検出する温度のことである。また、「室外熱交中間温度」は、室
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外熱交換器１１の略中間部に設置され、冷媒の温度を間接的に検出する第４の温度センサ
１３ｄの検出する温度のことである。
【０１４４】
　図１４には、室外空気温度（７℃）、室内空気温度（２０℃）も示している。
【０１４５】
　図１４に示すように、運転開始直後は圧縮機３の吸入圧力Ｐｓの低下に伴う冷媒の蒸発
により室外熱交中間温度も減少する。しかし、冷媒の移動により数分後には、室外空気温
度と室外熱交中間温度との差は、１～３ｄｅｇ程度となる。正常な暖房運転時には、室外
空気温度と室外熱交中間温度との差は、５～２０ｄｅｇ程度ある（室外空気温度＞室外熱
交中間温度）。
【０１４６】
　空気調和機１００の運転開始後（暖房運転）、室外空気温度と室外熱交中間温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（液側バルブ１５）の開け忘れ
の可能性があることを示す他の一つの現象である。
【０１４７】
　図１４に示すように、運転開始直後は圧縮機３の吐出圧力Ｐｄの上昇に伴い室内熱交中
間温度は、室内空気温度（２０℃）より若干高い状態を数分維持するが、その後は圧縮機
３が圧縮仕事を行わないため室内送風機による送風により冷却され、室内熱交中間温度と
室内空気温度との差は、１～３ｄｅｇ程度となる。正常な暖房運転時には、室内熱交中間
温度と室内空気温度との差は、５～２０ｄｅｇ程度ある（室内熱交中間温度＞室内空気温
度）。
【０１４８】
　空気調和機１００の運転開始後（暖房運転）、室内熱交中間温度と室内空気温度との差
が、１～３ｄｅｇ程度しかない場合は、室外機１のバルブ（液側バルブ１５）の開け忘れ
の可能性があることを示すさらに他の一つの現象である。
【０１４９】
　以上をまとめると、暖房運転で液側バルブ１５の開け忘れ時の運転開始時、冷媒回路に
おいて以下に示す現象が発生する。
（ａ）圧縮機３のシェル温度Ｔｓｈが吐出温度Ｔｄよりも所定値（例えば、１０ｄｅｇ）
以上高くなる；
（ｂ）室内空気温度と室内熱交中間温度との差が、１～３ｄｅｇ程度になる；
（ｃ）室外熱交中間温度と室外空気温度との差が、１～３ｄｅｇ程度になる。
【０１５０】
　従って、空気調和機１００の運転を開始してから一定時間（例えば、５分程度）経過後
、上記（ａ）～（ｃ）の現象を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開
け忘れと判断して、圧縮機３を停止する。
【０１５１】
　尚、図示はしないが、空気調和機１００は、制御プログラムが組み込まれたマイクロコ
ンピュータにより構成される制御部を備える。制御部は、第１の温度センサ１３ａ、第２
の温度センサ１３ｂ、第３の温度センサ１３ｃ、第４の温度センサ１３ｄ、第５の温度セ
ンサ１３ｅ、第６の温度センサ１３ｆからの情報に基づいて、上記（ａ）～（ｃ）の現象
を一定時間連続して検知した場合は、室外機１のバルブの開け忘れと判断して、圧縮機３
を停止する。また、制御部は、圧縮機３を停止するとともに、空気調和機１００の室内機
２の表示部に室外機１のバルブの開け忘れを表示するようにしてもよい。
【０１５２】
　以上の説明では、室外機１の冷媒回路に中圧レシーバ９を備えるものを示したが、これ
は一例であり、中圧レシーバ９はなくてもよい。中圧レシーバ９を使用しない場合は、減
圧装置も一つでよい。
【０１５３】
　また、四方弁４も必須の構成要件ではなく、冷房専用の場合には、四方弁４は不要であ
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る。
【符号の説明】
【０１５４】
　１　室外機、２　室内機、３　圧縮機、４　四方弁、５　ガス管、６　室内熱交換器、
７　液管、８　第２の減圧装置、９　中圧レシーバ、１０　第１の減圧装置、１１　室外
熱交換器、１３ａ　第１の温度センサ、１３ｂ　第２の温度センサ、１３ｃ　第３の温度
センサ、１３ｄ　第４の温度センサ、１３ｅ　第５の温度センサ、１３ｆ　第６の温度セ
ンサ、１４　ガス側バルブ、１５　液側バルブ、１６　ガス側接続部、１７　液側接続部
、１８　吸入配管、１００　空気調和機。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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